
令
和
６
年
度

大
阪
消
防
清
風
会
総
会
開
催

　
総
会
で
は
山
本
副
会
長
の
司
会
進
行
の
も

と
、
冒
頭
、
消
防
職
員
と
し
て
職
務
に
殉
じ

た
方
々
と
物
故
会
員
に
対
し
ま
し
て
出
席
者

全
員
で
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、総
会
に
先
立
っ
て
５
月
23
日（
木
）に

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
お
い
て
開
催
さ
れ
た

理
事
会
の
場
で
承
認
さ
れ
た
「
令
和
５
年
度

事
業
報
告
」
及
び
「
同
歳
入
歳
出
決
算
報

告
」、「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
」
及
び
「
同

歳
入
歳
出
予
算
」、「
役
員
改
選
」、「
特
別
会
計

の
申
し
合
わ
せ
」、
並
び
に
書
面
審
議
に
お
い

て
決
議
さ
れ
た
「
大
阪
消
防
清
風
会
会
則
の

一
部
改
正
」
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
終
始
、
厳
か
か
つ
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
18
時
30
分
か
ら
同
ホ
テ
ル
６
階

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
去
年

を
上
回
る
会
員
84
名
、現
職
の
賛
助
会
員
91
名

の
総
勢
175
名
の
参
加
に
よ
る
盛
大
な
宴
と
な

り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
立
食
の
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
、其

処
か
し
こ
で
久
々
の
再
会
と
な
っ
た
先
輩
と

後
輩
、
元
上
司
と
元
部
下
そ
し
て
元
同
僚
た

ち
と
の
会
話
に
大
い
に
花
が
咲
き
、
会
場
全

体
が
一
体
と
な
っ
た
、
和
や
か
で
賑
や
か
な

歓
談
の
輪
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
合
間
に
今
回
は
消
防
局
庁
舎
の
近
く
、

大
正
区
平
尾
に
あ
る
沖
縄
県
人
会
の
大
正

琉
球
会
を
お
招
き
し
、「
エ
イ
サ
ー
」
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
エ
イ
サ
ー
」
と
は
、

沖
縄
の
伝
統
的
な
踊
り
で
、
迫
力
あ
る
大
太

鼓
と
小
太
鼓
、情
緒
あ
ふ
れ
る
三
線
の
音
色
が

特
徴
で
す
。

　
華
麗
な
手
踊
り
と
と
も
に
、
パ
ワ
フ
ル
な

リ
ズ
ム
に
身
を
委
ね
、
心
を
奮
い
立
た
せ
る

そ
の
迫
力
と
魅
力
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
の

か
、
一
時
談
笑
を
や
め
見
入
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
場
全
体
に
ま
だ
ま
だ
話
し
尽

き
な
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
お
開
き
の
時
間
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　
中
締
め
は
細
尾
副
会
長
。
閉
会
を
惜
し
み

つ
つ
来
年
の
再
会
を
祈
念
し
て
、
声
高
ら
か
に

懇
親
会
を
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
６
月
27
日（
木
）午
後
５
時
30
分
か
ら
中
央
区
の
「
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
「
令
和
６
年
度
大
阪
消
防
清
風
会
総
会
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
消
防
清
風
会

懇
親
会
開
催

大阪消防清風会会報
(第 63 号)

発　　行

大阪消防清風会

発行人　小西 一功

橋口消防局長より幹部（相談役）の紹介懇親会会場

小西会長の挨拶

総会会場

総会会場

冒頭の黙祷

山本副会長の司会

橋口消防局長による乾杯のご発声懇親会会場

細尾副会長の中締め

(1)　令 和 ６ 年 ９ 月 １ 日 (第 63 号)せ い ふ う

　お
忙
し
い
中
、
総
会
・
懇
親
会
に
多

数
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
と
と
も
に
、
現
職
職
員
と
の
交
流

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　来
年
度
も
更
に
多
数
の
会
員
の
皆
様
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事務局より
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令和５年度一般会計歳入歳出決算報告

令和５年度特別会計決算報告

令和６年度清風会役員一覧表自　令和５年４月１日
至　令和６年３月31日

１ 歳 入 金　3,251,750円
２ 歳 出 金　3,237,102円
３ 差引残高　　14,648円

歳入の部 (単位：円) 令和6年5月23日現在

款　項　目

歳　入　合　計

歳　出　合　計

予　算　額 収　入　額 備　　考予算額に比し
増△減額

１　会　　費

１　会　　費

１会    費

２総会会費

２　繰　入　金

１　繰　入　金

１繰入金

３　雑　収　入

１　雑　収　入

１広告料

２寄付金

３その他の収入

４　繰　越　金

１　繰　越　金

１繰越金

2,140,000

2,140,000

700,000

1,440,000

0

0

0

1,098,635

1,098,635

80,000

870,000

148,635

220,365

220,365

220,365

3,459,000

1,901,000

1,901,000

701,000

1,200,000

0

0

0

1,130,385

1,130,385

80,000

846,947

203,438

220,365

220,365

220,365

3,251,750

△ 239,000

△ 239,000

1,000

△ 240,000

0

0

0

31,750

31,750

0

△ 23,053

54,803

0

0

0

△ 207,250

終身会費 70名
定額会費  1名
会員　　 80名
賛助会費 70名

叙勲者41名
大阪消防54期生B組

歳出の部 (単位：円)

款　項　目 備　　考当初予算額
流用等
増△減額 予算現額 支出済額 不用額

（A） （B）（C）=（A）+（B） （D） （C）－（D）

１ 会　議　費

１ 会　議　費

１総 会 費

２理事会費

２ 事　務　費

１ 需　用　費

１事務委託費

２消耗品費

３備品費

２ 通　信　費

１通信費

３ 事　業　費

１ 連　絡　費

１会報印刷費

２会員名簿/印刷費

２ 慶　弔　費

１慶弔費

３ 助　成　費

１支部助成費

２クラブ助成費

４ 雑　　費

１雑費

４ 予　備　費

１ 予　備　費

１予備費

1,480,000

1,480,000

1,440,000

40,000

935,000

635,000

600,000

30,000

5,000

300,000

300,000

1,035,000

360,000

120,000

240,000

420,000

420,000

250,000

200,000

50,000

5,000

5,000

10,000

10,000

10,000

3,460,000

168,039

168,039

187,771

△19,732

△168,039

△168,039

△180,000

11,961

0

0

0

0

0

18,380

△18,380

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,648,039

1,648,039

1,627,771

20,268

766,961

466,961

420,000

41,961

5,000

300,000

300,000

1,035,000

360,000

138,380

221,620

420,000

420,000

250,000

200,000

50,000

5,000

5,000

10,000

10,000

10,000

3,460,000

1,645,485

1,645,485

1,627,771

17,714

743,343

461,961

420,000

41,961

0

281,382

281,382

848,274

228,899

138,380

90,519

409,375

409,375

210,000

160,000

50,000

0

0

0

0

0

3,237,102

2,554

2,554

0

2,554

23,618

5,000

0

0

5,000

18,618

18,618

186,726

131,101

0

131,101

10,625

10,625

40,000

40,000

0

5,000

5,000

10,000

10,000

10,000

222,898

事務委託費（180,000）及び
理事会費（7,771）より流用受く
△総会費（7,771）へ流用
△消耗品費（11,961）へ流用

会員名簿印刷費（18,380）より
流用受く
△会員名簿印刷費（18,380）
へ流用

△総会費(180,000)へ流用

理事会費（11,961）より流用受く

役 職 役員名

会 長 1

副 会 長 3

名誉顧問 4

監 事 3

顧 問 6

氏 名

小西 一功（西区）

山本 和男（柏原市）  細尾 稔（東大阪市）  名小路谷 嘉英（阪南市）

村田 勉（堺市）  瀧澤 正氣（奈良市）  山口 智久（東住吉区）

本間 茂男（城東区） 
水谷 秀樹（平野区）
島本 健次（生野区）
津田 唯司（西区） 
辻本 清英（福島区）
薮野 敏雄（住之江区）
黒田 幸市（住之江区）

窪田 宣邦（東淀川区） 

西田 有作（豊中市）
杉田 公伸（吹田市）

津田 勝康（枚方市）

芳森 　渡（東大阪市）
渡邉 　淳（八尾市）
山本 和男（柏原市） 
門林 正義（河内長野市） 
中村 　勝（河南町）
中野 雅史（堺市）
大浦 隆司（堺市）
細見 孝司（阪南市） 
名越 　久（奈良市）
村田 正廣（北葛城郡） 
土谷 秀明（橿原市）
山口 正春（北葛城郡）
辰巳 裕一（木津川市）
下別府 未夫（相楽郡）
澤 　隆則（名張市）
辻 美都利（橋本市）

竹村 健一郎（宝塚市）

山中 優（東住吉区）

大塚 泰史（西区）

鈴木 三千紀（住吉区）

皆川 和朗（都島区）

河合 　靖（吹田市）

前田 達也（枚方市）

小鶴 雄司（八尾市）

林 　誠一（河内長野市）

木村 雅之（堺市）

志手 隆之（奈良市）

永美 雄幸（大津市）

池田 秀範（名張市）

石井 孝義（神戸市）

東

西

南

北

北摂

北河内

中河内

南河内

阪南

奈良

京滋

東日本

西日本

7

5

4

3

4

3

4

6

7

8

4

4

3

計 13支部 62名

3

1

1

2

1

2

3

5

3

4

0

2

7

34名 1808名

木村 壮志郎（鶴見区）
中野 雅生（東住吉区）
道下 亮一（平野区）
能地 裕幸（大正区）
有馬 和輝（福島区）
加藤 　修（住之江区）

山下 　毅（旭区） 

本田 義博（高槻市）

越野 信次（枚方市）

加藤 欽也（東大阪市）
 
津田 省三（河内長野市）
穂積 雅彦（大阪狭山市）
 
濱田 一司（堺市） 
藤原 好一（岸和田市）
田中 　豊（泉南郡）
北口 忠志（宇陀市）
中井 健二（奈良市）
瀧澤 正氣（奈良市）
 
吉岡 利通（木津川市）

今井 常弘（津市） 

 
浦田 勇治（川辺郡）

岡本 �晃（平野区）  池田  勲（奈良市）  本城 光一（堺市）
森口 淸太郎（八尾市）  打明 茂樹（横浜市）  城戸 秀行（神戸市）

國本 篤弘（宝塚市）  新堂 衞（堺市）  岡 武男（木津川市）
藤井 茂樹（鶴見区）

■支部役員

繰　出　金 500,770円

支部名 常任理事・支部長 会員数新会員役員数理 事

145

40

90

69

126

117

82

260

276

225

58

113

207

２０２４
モンドセレクション

最高金賞受賞
h t t p s : / / w w w . m a r u d a i . j p

知ろう
学ぼう
備えよう

南海トラフ巨大地震
防火､ 防災のためのこころ･ちえ･わざ
火災･地震･風水害･テロ事件

一般社団法人 大 阪 市 防 火 管 理 協 会
〒５４４－００２１
大阪市生野区勝山南４－７－１１
ＴＥＬ（０６）６７４１－２１３０　ＦＡＸ（０６）７１２－２１３０
Ｅ‒mai l　info＠sonae .  or .  jp　 https ://www. sonae .  or .  jp

情報誌「そなえ」がリアルタイムで
情報を発信

能登半島地震に伴う緊急消防援助隊活動に対する激励

※ゴシック体は改選役員

令 和 ６ 年 ９ 月 １ 日　(2)(第 63 号) せ い ふ う
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大阪メトロ･京阪電車｢天満橋駅｣すぐ上
川沿いの静かな環境のホテルです。

大阪キャッスルホテル 検索

〒540-0032 大阪市中央区天満橋京町 1-1

Tel:06-6942-2401

賛 助 会 員 一 覧 表

消 　 防 　 局 　 長
消 　 防 　 次 　 長
総 　 務 　 部 　 長
企 　 画 　 部 　 長
予 　 防 　 部 　 長
警 　 防 　 部 　 長
救 　 急 　 部 　 長
消防制度担当部長
救急需要対策担当部長

橋 口 博 之
田 島 康 男
世古口　隆　志
山 本 博 文
山 尾 幸 司
山 下 伸 也
坂 上 厚 士
松 野 　 亨
塩 谷 壮 史

…賛助会員とは…
会則に基づき、大阪市消防職員で消防司令長以上の者、その他本会の趣旨に賛同する者で清風会の発展を支援する会員です。 令和6年4月1日現在

賛 助 会 員
総

　
務

　
部

総　務　課
総 務 課 長 ( 統 括 ) 土 　 肥 　 美 　 紀

北
消 防 署

署 長 松 　 下 　 龍 二 郎
東 成
消 防 署

署 長 徳 　 田 　 竜 　 司
副 課 長 谷 　 　 　 亜 矢 子 副 署 長 倉 　 澤 　 律 　 善 副 署 長 松 　 口 　 　 　 正
財 務 担 当 副 課 長 山 　 本 　 哲 　 也 総 務 担 当 課 長 川 　 本 　 章 　 義 警 防 担 当 課 長 辻 　 野 　 純 　 也

施　設　課 施 設 課 長 甲 　 斐 　 　 　 武 予 防 担 当 課 長 大 　 谷 　 和 　 孝 警 防 担 当 課 長 佐 　 藤 　 孝 　 行
副 課 長 三 　 好 　 克 　 哉 警 防 担 当 課 長 榮 　 勇 人

生 野
消 防 署

署 長 岡 　 林 　 恒 　 久

企

　
　
画

　
　
部

企　画　課

企 画 課 長 ( 統 括 ) 内 　 田 　 英 　 幸 警 防 担 当 課 長 香 　 西 　 　 　 健 副 署 長 八 　 木 　 祥 　 文
副 課 長 濵 　 﨑 　 晋 　 也

都 　 島
消 防 署

署 長 山 　 中 　 　 　 勉 警 防 担 当 課 長 渡 　 辺 　 浩 　 樹
消 防 制 度 担 当 課 長        木 村 伯 也 副 署 長 松 　 井 　 　 　 勝 警 防 担 当 課 長 山 　 田 　 達 　 也
消 防 制 度 担 当 副 課 長 髙 　 井 　 伸 　 一 警 防 担 当 課 長 萩 　 原 　 浩 　 司

旭
消 防 署

署 長 鎌 　 倉 　 ル リ 子
監 察 室 長 小 　 坂 　 佳 　 史 警 防 担 当 課 長 岡 　 田 　 利 　 道 副 署 長 越 　 智 　 聖 　 一
監 察 担 当 副 課 長 片 　 山 　 和 　 雄

福 　 島
消 防 署

署 長 松 　 田 　 幸 　 久 警 防 担 当 課 長 八 　 木 　 雅 　 彦

人　事　課
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高度専門教育
訓練センター
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総務省消防庁 国民保護･防災部防災課広域応援室課長補佐
併任国民保護･防災部防災課 地域情報把握専門官 伊 　 藤 　 　 　 学 警 防 担 当 課 長 阪 　 上 　 淳 之 助

警 防 担 当 課 長 大 　 西 　 邦 　 宏
府立 消防学校 教 頭 勝 　 田 　 育 　 子
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応 急 対 策 担 当 課 長 倉 　 澤 　 和 　 外 松原市消防本部 警 防 課 長 池 　 邉 　 賢 　 一
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テニス大会のお知らせ「清風会テニス同好会｣

｢清風会ゴルフ同好会｣ゴルフ大会の開催

｢清風会囲碁同好会」の紹介

清風会登山クラブ ｢新雪会｣

清風会写真同好会「清風会写真クラブひまわり会」

ゴルフ同好会では、毎年２回（春、秋）にゴルフ大会を開催しています｡
ゴルフを愛してやまない熟練ゴルファー、昔の仲間とワイワイ楽しく
エンジョイゴルフ、多くの会員がそれぞれのスタイルでゴルフプレーを
楽しんでいます。
今年の秋の大会は、令和6年10月16日（水）
兵庫県 山の原ゴルフクラブ 恋里コースにおいて開催いたします。
ゴルフ好きの清風会員様はお気軽にご参加ください。
一緒に元気にゴルフを楽しみましょう。

清風会テニス同好会では年に２回テニス大会を開催しており次回は、
10月初旬にマリンパーク北村で開催する予定をしておりますので、テニス
をされている方、テニスに興味をお持ちの方、参加を希望される方は、
ご質問だけでもお気軽に、土手洋司までご一報ください。（携帯電話
090-1140-3184）
なお、令和6年5月13日(月)大正区マリンテニスパーク北村21番コートで
開催を予定していた第22回テニス大会は雨天のため中止となりました｡

　清風会囲碁同好会の会員も高齢化し、一昨年の囲碁会
では、参加者が４名と少なくなり、清風会囲碁同好会の
会員だけでは囲碁会を開催できなくなりました。　
　大阪市職員の大阪市役所文化会囲碁部は、毎月、第２
土曜日、大阪市西区民センターで９時30分から17時まで
囲碁会を開催しており、清風会囲碁同好会の会員も参加さ
せていただき、昨年より西区民センターで囲碁会を実施して
おります。(なお、西区民の方が第２土曜日に区民センター
を使用されるときは、その他の土曜日に変更になります)
　また、西区民センターでは年２回、「囲碁大会」を行って
おり、他部局の人達と共に楽しく囲碁を打っています。

和泉葛城の前衛 〝雨山〟　大阪泉州地方の低山「雨山」に登ってみた。和泉山脈の前衛的
な存在であり、標高は312メートルだが周辺は絶景が楽しめる。

　アクセスはJR阪和線、熊取駅でバスに乗り換える。最寄りの停留所からの歩きだが牧歌的な気分が味
わえて心地よい。15分程で表参道の登山口に到着する。頭上の近畿自動車道をくぐり、歩みを進めると
「丁石」が顔を出す。一丁が頂上付近である。小さな沢沿いに進むと山道はつづら折れの山道に変わる。
展望休憩所の馬場跡を過ぎ、石柱の鳥居をくぐれば頂上はもうすぐだ。
　頂上には祠が鎮座し、樹齢200余年のヤマモモの樹木が枝を延ばしている。立派な休憩小屋が在るが
一段下がった所に丸太の木製テーブルと椅子が造られてある「月見亭」を休憩場所とした。眼下に日根野
荘園が望め、古代・中世の民が鋤・鍬で耕作する姿を思い浮かべながら休息を取った。

今年度の主な活動予定について

写真に興味のある方、今から始めようと思っている方、
高価な機材などいりません。まずは携帯電話のカメラ
撮影から始めましょう。お気軽にご参加ください。

・春の撮影会　５月に総会及び撮影会を万博記念公園で実施しました。
・作品展　　　８月19日(月)～８月30日(金)
　　　　　　　大阪市中央区役所｠１階市民ギャラリー
・秋の撮影会　11月下旬を予定　撮影場所未定
・その他　　　随時有志撮影会なども実施します。

大阪消防清風会写真同好会「ひまわり会」
　部長　加藤｠修(南支部) 【事務局】美濃｠利之(西支部)
●携帯：０９０－３８６７－８２２８
●メール：minokappa822@gmail.com

●連絡先
　新雪会事務局（080-5338-9284） 担当（香月まで）

＊参加を希望される方は土手洋司までご一報ください
●携帯電話（090-1140-3184） 参考までに第２１回テニス大会の様子です｡

＊参加を希望される方やお問い合わせは、幹事　大瀧康司（南支部）まで
●e メール：seihukaigolf@gmail.com
●携帯電話：090-3869-1523にご連絡ください。(同好会の入会金や年会費はありません｡)

＊参加希望等、問い合わせは
●蒲（090-1025-7924）まで連絡してください。

がも

総会＆撮影会

雨山

白先白先 問　題
白ａにオサエルるほか
なさそうですがそのあと
うまくいくでしょうか？
(正解は６ページへ→)
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元
消
防
司
令

赤
坂

　
　進(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

泉

　
　清
延(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

川
合

　義
明(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

居
初

　隆
由(

68
歳
）

令
和
５
年 

秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
42
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
賞
者
と
し
て
、次
の
方
々
が
そ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

◎
瑞
宝
双
光
章

元
消
防
監

島
津

　雅
則(

64
歳
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
消
防
監

渡
邉

　
　淳(

64
歳
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
消
防
監

杉
田

　公
伸(

64
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令
長

福
井

　
　勇(

66
歳
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
消
防
司
令
長

田
原

　延
章(

65
歳
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
消
防
司
令
長

塚
原

　伸
一(

65
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

沢
井

　悟
史(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

近
藤

　秀
明(
68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

黒
川

　信
幸(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

植
山

　
　隆(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

西
村

　
　勝(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

中
谷

　雅
一(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

後
藤

　佳
房(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

佐
藤

　耕
司(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

三
宅

　
　充(

68
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

辻
野

　義
郎(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

西
川

　広
幸(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

荒
尾

　
　厚(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

橋
本

　庄
司(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

﨑
田

　時
博(

67
歳
）

◎
瑞
宝
単
光
章

元
消
防
司
令

原
澤

　
　敏(

67
歳
）

令
和
６
年 

春
の
叙
勲

（
年
齢
は
受
章
時
の
も
の
）

（
年
齢
は
受
章
時
の
も
の
）

次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

祭

　原

　秀

　彦

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

髙

　田

　
　
　勉

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

大

　橋

　健

　児

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

西

　田

　和

　夫

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

中

　田

　富

　博

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

釜

　谷

　和

　秀

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

増

　田

　貞

　夫

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

野

　原

　唯

　弘

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

井

　室

　弘

　之

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

森

　本

　
　
　昭

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

寺

　西

　公

　久

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

中

　野

　
　
　剛

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

吉

　原

　玉

　男

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

伊

　藤

　公

　二

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

岡

　本

　鉄

　雄

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

赤

　坂

　
　
　進

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

泉

　
　
　清

　延

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

川

　合

　義

　明

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

居

　初

　隆

　由

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

島

　津

　雅

　則

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

渡

　邉

　
　
　淳

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

杉

　田

　公

　伸

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

福

　井

　
　
　勇

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

田

　原

　延

　章

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

塚

　原

　伸

　一

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

沢

　井

　悟

　史

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

近

　藤

　秀

　明

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

黒

　川

　信

　幸

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

植

　山

　
　
　隆

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

西

　村

　
　
　勝

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

中

　谷

　雅

　一

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

後

　藤

　佳

　房

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

佐

　藤

　耕

　司

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

三

　宅

　
　
　充

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

辻

　野

　義

　郎

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

西

　川

　広

　幸

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

荒

　尾

　
　
　厚

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

橋

　本

　庄

　司

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

﨑

　田

　時

　博

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

原

　澤

　
　
　敏

　様

金
二
〇
，〇
〇
〇
円

(5)　令和６年９月１日 (第 63 号)せ い ふ う
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伊
勢
湾
台
風
へ
の
救
援
の
記
録
か
ら

広
域
応
援
の
原
点

◇
昭
和
の
台
風

　
自
治
体
消
防
発
足
以
降
、
大
阪
市
消
防
局
が

実
施
し
た
最
初
の
大
規
模
な
広
域
応
援
活
動

は
、
伊
勢
湾
台
風
時
の
名
古
屋
市
へ
の
救
援
隊

派
遣
で
は
な
い
か
。
昭
和
の
日
本
で
は
、
大
型

の
台
風
が
上
陸
す
る
た
び
に
、
多
く
の
人
的
被

害
が
生
じ
て
お
り
、
関
西
の
主
な
台
風
被
害
を

紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
。

●
昭
和
９
年
９
月
21
日
の
室
戸
台
風
は
、
上
陸

時
気
圧
９
１
１
ｈ
ｐ
ａ（
観
測
史
上
最
低
）、
死
者

２
、７
０
２
名
、
負
傷
者
１
４
、９
９
４
名
、
行
方

不
明
者
３
３
４
名
（
理
科
年
表
）

●
昭
和
25
年
９
月
３
〜
４
日
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風

は
、
死
者
３
９
４
名
、
負
傷
者
２
６
、０
６
２

名
、
行
方
不
明
者
１
４
１
名
（
気
象
庁
）

●
昭
和
34
年
９
月
26
〜
27
日
の
伊
勢
湾
台
風
で

は
、
死
者
４
、６
９
７
名
（
戦
後
最
大
）、
負
傷

者
３
８
、９
２
１
名
、
行
方
不
明
者
４
０
１
名

（
気
象
庁
）

●
昭
和
36
年
９
月
15
〜
17
日
の
第
二
室
戸
台
風

で
は
、
死
者
１
９
４
名
、
負
傷
者
４
、９
７
２

名
、
行
方
不
明
者
８
名
（
気
象
庁
）

　
当
時
の
「
大
阪
消
防
」
誌
に
は
、
伊
勢
湾
台

風
時
に
名
古
屋
市
に
派
遣
さ
れ
、
大
阪
市
の
看

板
に
誇
り
を
も
っ
て
、
被
災
地
の
た
め
に
身
を

粉
に
し
て
応
援
活
動
を
行
っ
た
大
阪
市
消
防
局

救
援
隊
の
記
録
が
あ
り
、
そ
の
懸
命
の
活
動
記

録
と
そ
の
教
訓
か
ら
取
り
入
れ
た
様
々
な
対
策

を
ご
紹
介
す
る
。

◇
名
古
屋
市
で
の
応
援
活
動　

消
防
局
は
９
月
30

日
17
時
30
分
、
小
宗

機
械
課
長
を
指
揮
者

に
、
タ
ン
ク
車
両
４

台
（
南
、
東
成
、
生

野
、
西
成
）、
救
出
車

１
台
（
朝
日
橋
）
の

計
５
台
、
隊
員
40
名

で
第
一
次
名
古
屋
市

救
援
隊
を
組
織
し
、

大
阪
市
役
所
前
で
所

管
の
和
邇
助
役
か
ら

激
励
を
受
け
た
の
ち
出
発
、
米
原
、
大
垣
を
経

由
し
、
早
朝
７
時
30
分
名
古
屋
市
駅
到
着
、
そ

の
後
、
最
も
甚
大
な
被
害
の
南
陽
地
区
（
現
在

の
名
古
屋
市
港
区
の
西
部
、
西
福
田
町
辺
り
）
に

入
っ
た
。
全
消
連
事
務
局
か
ら
５
大
都
市
消
防

機
関
に
応
援
要
請
連
絡
も
あ
っ
た
と
記
録
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
、
相
互
応
援
協
定
の
枠

組
み
で
現
在
の
全
国
消
防
長
会
が
調
整
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
10
月
６
日
に
は
現
地
交

代
要
員
と
し
て
第
２
次
隊
35
名
が
派
遣
さ
れ
、

合
計
10
日
間
に
及
ぶ
救
援
活
動
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
救
援
隊
は
、
ガ
レ
ー
ジ
高
さ
の
３
分
の

２
ま
で
浸
水
し
た
と
い
う
名
古
屋
市
消
防
局
港

消
防
署
を
拠
点
に
、
名
古
屋
港
よ
り
上
流
１
キ

ロ
に
当
た
る
新
川
第
一
堤
防
決
壊
口
付
近
の
人

命
検
索
と
病
人
の
探
査
等
を
担
っ
た
と
あ
る
。

堤
防
が
完
全
に
決
壊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
水
没

地
域
の
水
が
引
か
ず
河
川
と
一
体
と
な
っ
て
お

り
（
水
深
３
〜
５
ｍ
）、
干
満
の
影
響
で
相
当
の

水
流
が
生
じ
、
搬
送
し
て
き
た
ボ
ー
ト
（
５

艘
）
の
オ
ー
ル
に
よ
る
操
船
に
は
大
変
な
労
力

を
要
し
、
平
時
に
お
い
て
練
磨
し
て
お
く
べ
き

と
痛
感
し
た
と
あ
る
。

　
こ
の
時
こ
の
地
で
東
京
都
応
援
隊
と
遭
遇
、

東
京
隊
は
大
型
の
ス
ク
リ
ュ
ー
付
き
ボ
ー
ト
を

導
入
し
て
い
た
が
、
水
底
の
稲
穂
等
が
絡
ま
り

機
能
し
な
か
っ
た
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と

あ
る
。

　
名
古
屋
市
消
防
局
は
、
水
防
業
務
を
兼
務
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
命
救
助
活
動
等
は
、
自

衛
隊
の
鉄
舟
部
隊
に
委
ね
、
10
月
３
日
、
名
古

屋
市
の
局
長
か
ら
大
阪
市
救
援
隊
に
、
新
た

に
、
決
壊
堤
防
修
理
の
特
命
が
発
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
際
、
小
宗
隊
長
以
下
大
阪
消
防
救
援
隊
は
、

「
大
阪
人
の
手
で
埋
め
た
堤
防
」
を
記
録
し
よ
う

と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
目
標
を
た
て
、
一
致
団

結
し
意
気
を
あ
げ
た
。
つ
い
て
は
、
山
崎
川
を

５
日
、
庄
内
川
を
６
〜
７
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
決
壊
口
を
塞
ぐ
べ
く
、
土
俵
（
土
嚢
）
づ

く
り
に
専
念
し
た
。
大
阪
隊
は
、
水
防
活
動
は

不
慣
れ
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
が
、
士
気
旺
盛

で
、
人
海
戦
術
で
は
あ
っ
た
が
、
作
業
要
員
を

う
ま
く
督
励
し
、
き
わ
め
て
手
際
が
良
か
っ
た

と
記
録
に
あ
る
。

 

つ
い
て
は
、
翌
日
か
ら
罹
災
者
を
励
ま
し
た
い

と
の
気
持
ち
か
ら
派
遣
車
両
に
「
大
阪
市
消
防

局
救
援
隊
」
の
旗
を
立
て
市
内
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
を
走
行
し

た
。
依
然
雨
天
が
続

く
過
酷
な
環
境
下
、

土
嚢
作
業
従
事
隊
員

35
名
の
士
気
は
高

く
、
一
人
一
日
50
俵

を
目
標
に
し
た
と
あ

る
。

 

こ
の
間
勤
労
奉
仕
の

学
徒
（
現
在
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

指
揮
下
に
加
え
、
大
阪
市
清
掃
局
派
遣
隊
の
ダ

ン
プ
カ
ー
と
も
合
流
、
苦
闘
10
日
間
で
、
合
計

約
３
万
俵
の
土
嚢
を
作
成
・
積
込
み
し
、
任
務

で
あ
っ
た
山
崎
川
と
庄
内
川
の
決
壊
口
を
締
め

切
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
就
さ
せ
た
。

　◇
教
訓
を
活
か
す

　
ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
教
訓
か
ら
こ
れ
ま
で
も
救

助
ボ
ー
ト
の
整
備
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
の
名

古
屋
市
救
援
の
経
験
を
活
か
し
、
救
護
、
消

火
、
排
水
に
活
用
で
き
る
救
命
艇
と
し
て
、
昭

和
34
年
に
15
人
乗
り
の
Ｏ
Ｓ―

Ａ
型
、
昭
和
35

年
に
12
人
乗
り
の
Ｏ
Ｓ―

Ｂ
型
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ボ
ー
ト
を
開
発
し
計
42
艇
配
備
し
た
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
で
、
一
般
的
な
オ
ー
ル
に
よ
る
操
船
の
ほ

か
、
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
を
積
載
し
水
中
噴
射

に
よ
る
推
進
の
た
め
の
配
管
を
備
え
て
お
り
、

切
り
替
え
コ
ッ
ク
で

前
進
と
後
退
が
で
き

る
。
船
外
機
に
比
べ

て
約
７
割
の
速
度
で

航
行
可
能
で
障
害
物

に
強
く
、
災
害
時
は

可
搬
式
ポ
ン
プ
で
推

進
し
、
現
場
到
着
後

は
そ
の
ポ
ン
プ
で
消

火
や
排
水
の
任
に
当

た
る
こ
と
が
で
き

た
。
伊
勢
湾
台
風
時

に
見
聞
し
た
経
験
を

活
か
し
、
こ
の
舟
艇

の
迅
速
な
開
発
に
つ

な
げ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
36
年

か
ら
、
操
船
技
術
の

向
上
を
目
的
に
、
第

一
回
災
害
用
ボ
ー
ト

競
技
大
会
を
、
住
之

江
競
艇
場
で
実
施
し

て
い
る
。
飯
田
消
防

局
長
の
視
閲
の
下
、

第
一
回
は
東
成
署
が

優
勝
、
第
２
回
か
ら

第
二
室
戸
台
風
の
教

訓
も
生
か
し
、
オ
ー

ル
の
部
と
か
い
の
部

で
優
勝
を
競
っ
た
と

い
う
。

　
さ
ら
に
、昭
和
36
年

の
第
二
室
戸
台
風
で

は
、
市
内
低
地
に
お

い
て
約
60
〜
80
セ
ン

チ
の
浸
水
が
約
１
週

間
続
き
、
火
災
発
生
時
ポ
ン
プ
車
が
侵
入
で
き

な
か
っ
た
教
訓
を
生
か
し
、
道
路
面
か
ら
高
さ

１・２
ｍ
（
フ
ェ
ン
ダ
ー
上
部
）
以
下
の
装
置
を

水
密
構
造
に
改
造
し
、
ま
た
、
装
置
の
高
い
位

置
へ
の
移
設
や
防
滴
構
造
へ
の
改
造
等
を
行
っ

た
「
耐
水
ポ
ン
プ
車
」
を
製
造
し
、
昭
和
38
年

港
署
に
配
置
し
た
。

◇
大
阪
消
防
Ｄ
Ｎ
Ａ

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
東
日
本
大
震
災
、

今
回
の
能
登
半
島
地
震
ま
で
、
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
消
防
の
広
域
応
援
に
か
か
る
法
制
度
が

整
備
さ
れ
、
ま
た
、
大
阪
市
消
防
局
と
し
て
の

出
場
体
制
や
後
方
支
援
シ
ス
テ
ム
も
成
熟
し
て

き
た
が
、
原
点
は
、
任
務
が
如
何
に
過
酷
で

あ
っ
て
も
、
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
一
致
団
結

し
て
、
知
恵
を
出
し
、
や
り
遂
げ
る
プ
ロ
意
識

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
先
駆
者
と
し
て
の
大
阪
市

消
防
局
の
誇
り
が
流
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
名
古
屋
市
で
の
救
援
活
動
な
ど
昭
和
35
年
ご

ろ
の
記
録
を
読
む
と
、
全
国
の
消
防
の
リ
ー

ダ
ー
た
る
べ
く
士
気
の
高
さ
と
、「
無
い
も
の
は

作
る
」
と
い
っ
た
消
防
機
械
化
へ
の
信
念
、

「
東
京
は
東
京
、
大
阪
は
大
阪
」
と
い
っ
た
独
立

心
、
合
理
主
義
な
ど
、
先
輩
諸
氏
の
大
消
ス
ピ

リ
ッ
ト
に
熱
い
も
の
を
感
じ
る
。

 

翻
っ
て
今
年
元
旦
に
石
川
県
を
襲
っ
た
能
登
半

島
地
震
で
の
後
輩
た
ち
の
活
躍
を
見
聞
き
す
る

に
、
そ
こ
に
は
伊
勢
湾
台
風
に
お
け
る
救
援
隊

か
ら
脈
々
と
流
れ
る
自
負
心
や
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
の
大
阪
消
防
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

 

つ
い
て
は
、
今
回
輪
島
市
等
に
お
け
る
大
阪
府

隊
の
活
躍
が
度
々
マ
ス
コ
ミ
で
放
送
さ
れ
、
Ｏ

Ｂ
と
し
て
大
い
に
肩
身
が
広
く
、
皆
様
に
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
清
風
会
と
し
て
現
役
職

員
へ
の
激
励
と
感
謝
の
意
を
込
め
飲
料
水
等
を

寄
贈
し
た
次
第
で
あ
る
。

白先白先 正 解
白ａにオサエルるほかなさ
そうですがそのあとうまく
いくでしょうか？

解答　白９(１の点)
　　　黒10トル

市役所前の助役の激励

大阪市消防局救援隊

耐水ポンプ車 OS型ボートを使った水害救護訓練災害用ボート競技会

　先に行われました令和6年度理事会において、当会の会員
名簿については、デジタル化し当会ホームページから閲覧する
形に変更することが承認されました。つきましては、閲覧方法に
ついて、以下のとおりとしますので、ご了承いただきますようお
願いします。

●会員名簿の掲載場所
当会ホームページのトップページにある2種類のバナーから閲覧できます。
●掲載内容
バナー１　会員情報①
個人情報（郵便番号、住所、電話番号）を除いた会員情報を掲載
バナー２　会員情報②
従来の名簿と同様のすべての会員情報を掲載

●閲覧方法
バナーをクリックしてください。
会員情報①は、パスワード欄に「seifu」と入力してください。
会員情報②は、セキュリティ確保のため、閲覧に必要なパスワードを支部長及
び役員に追って個別に連絡します。
●その他
令和６年9月から運用します。
紙ベースが必要な方は、個別に対応しますのでご相談ください。

会員名簿
に関する
お知らせ

令和６年９月１日　(6)(第 63 号) せ い ふ う
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お
元
気
で
す
か

（
近
況
報
告
）

黙
　
祷

次
の
会
員
の
皆
様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
会
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ
】

●
メ
ー
ル
に
よ
る
訃
報
等
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　
当
会
で
は
、
会
員
さ
ま
の
ご
逝
去
の
報
が
入
っ
た
場
合

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
に
加
え
て
、
メ
ー
ル
で
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
会
員
さ
ま
で
、
未
だ
登
録

を
お
済
で
な
い
方
は
、
受
信
に
使
わ
れ
る
携
帯
電
話
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
、

件
名
に
「
訃
報
連
絡
希
望
」、
本
文
に
「
支
部
名
」「
氏
名
」

「
連
絡
先
」
を
入
力
し
、
「
大
阪
消
防
清
風
会
事
務
局
」

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（os.seifukai@

arion.ocn.ne.jp

）ま
で

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
訃
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
が
訃
報
等
の

連
絡
を
受
け
た
と
き
に
、
ご
遺
族
の
承
諾
を
得
ら
れ
た
場

合
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
葬
儀
等
に
間
に
合
う
場
合
は
葬

儀
場
所
等
を
含
め
速
や
か
に
配
信
し
、
葬
儀
等
が
終
わ
っ

て
か
ら
連
絡
を
受
け
た
と
き
も
お
聞
き
し
た
内
容
を
順
次

配
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

万
一、会
員
様
に
ご
不
幸
が
生
じ
ま
し
た
ら
、お
手
数

で
す
が
清
風
会
事
務
局
ま
で
ご一
報
く
だ
さ
い
。弔

電
等
を
手
配
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

℡
０
６
–
６
４
４
４
–
２
１
５
５

中
尾
　
保
誠
　
殿 

（
享
年
64
歳
）令

和
５
年
５
月
30
日
没

武
田
　
龍
二
　
殿 

（
享
年
67
歳
）令

和
５
年
５
月
17
日
没

西
端
勝
治
郎
　
殿 

（
享
年
93
歳
）令

和
５
年
６
月
10
日
没

沖
浦
　
吉
彦
　
殿
　
葉
書
に
て
確
認
の
た
め
不
詳

令
和
５
年
５
月
18
日
没

徳
永
　
邦
宏
　
殿 

（
享
年
80
歳
）令

和
５
年
７
月
11
日
没

谷
口
　
正
一
　
殿 

（
享
年
82
歳
）令

和
５
年
７
月
18
日
没

林
　
　
　
章
　
殿 

（
享
年
87
歳
）令

和
５
年
９
月
８
日
没

向
　
　
都
俊
　
殿 

（
享
年
79
歳
）令

和
５
年
７
月
３
日
没

長
畑
耕
一
郎
　
殿 

（
享
年
85
歳
）令

和
５
年
９
月
25
日
没

中
村
　
只
夫
　
殿 

（
享
年
93
歳
）令

和
５
年
10
月
17
日
没

伊
達
　
行
雄
　
殿 

（
享
年
91
歳
）令

和
５
年
11
月
10
日
没

石
田
　
太
一
　
殿 

（
享
年
98
歳
）令

和
５
年
11
月
22
日
没

小
川
　
　
賛
　
殿 

（
享
年
81
歳
）令

和
５
年
11
月
16
日
没

吉
田
　
　
基
　
殿 

（
享
年
86
歳
）令

和
５
年
９
月
21
日
没

杉
本
　
昌
冶
　
殿 

（
享
年
78
歳
）令

和
５
年
12
月
11
日
没

足
立
　
陽
一
　
殿 

（
享
年
70
歳
）令

和
６
年
１
月
６
日
没

牛
ノ
濱
朗
信
　
殿 

（
享
年
66
歳
）令

和
５
年
10
月
６
日
没

山
口
　
　
実
　
殿 

（
享
年
81
歳
）令

和
６
年
１
月
22
日
没

安
井
　
　
實
　
殿 

（
享
年
98
歳
）令

和
６
年
２
月
１
日
没

石
田
　
　
匡
　
殿 

（
享
年
85
歳
）令

和
６
年
３
月
１
日
没

安
川
　
　
清
　
殿 

（
享
年
96
歳
）令

和
６
年
１
月
12
日
没

中
原
　
俊
二
　
殿
　
葉
書
に
て
確
認
の
た
め
不
詳

令
和
５
年
６
月
13
日
没

浪
江
　
圭
一
　
殿
　
葉
書
に
て
確
認
の
た
め
不
詳

令
和
６
年
３
月
７
日
没

吉
川
　
紘
忠
　
殿 

（
享
年
82
歳
）令

和
５
年
10
月
18
日
没

藤
井
　
順
二
　
殿 

（
享
年
75
歳
）令

和
５
年
９
月
23
日
没

中
野
　
聡
廣
　
殿 

（
享
年
85
歳
）令

和
５
年
11
月
19
日
没

岡
所
　
義
巳
　
殿 

（
享
年
93
歳
）令

和
５
年
８
月
25
日
没

松
永
　
太
郎
　
殿
　
葉
書
に
て
確
認
の
た
め
不
詳

忌
日
不
詳
　
　
　
　
　

な
お
、
掲
載
は
お
知
ら
せ
の
あ
っ
た
順
で
す
。

新
作
戦
室

　
消
防
局
で
は
、
消
防
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に

合
わ
せ
、
作
戦
室
に
つ
い
て
も
一
新
し
ま
し
た
。

　
作
戦
室
は
、
地
震
や
風
水
害
に
よ
り
第
４
非
常

警
備
体
制
以
上
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
、
消
防

局
長
を
警
防
本
部
長
と
し
て
、
本
部
統
括
班
、

作
戦
班
、
情
報
班
、
緊
援
広
域
応
援
調
整
班
、

救
急
医
療
調
整
班
を
立
ち
上
げ
、
活
動
方
針
の

決
定
等
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
の
発
生
状
況
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
情
報

を
、
新
た
に
導
入
し
た
「
実
践
型
電
子
作
戦

テ
ー
ブ
ル
」―

添
付
写
真
①
に
よ
り
集
約
し
、

前
方
に
設
置
さ
れ
た
「
大
型
表
示
装
置
（
55
イ
ン

チ
画
面
を
32
面
）
」―

添
付
写
真
②
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
必
要
な
情
報
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
情
報
共
有
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　
ま
た
、
可
動
式
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
防

音
区
画
と
な
る
「
会
議
ス
ペ
ー
ス
」―

添
付
写

真
③
を
設
け
、
最
新
の
情
報
を
も
と
に
警
防
本

部
会
議
を
開
催
し
、
速
や
か
に
活
動
方
針
を
決

定
す
る
ほ
か
、
前
面
に
設
置
し
て
い
る
モ
ニ

タ
ー
を
利
用
し
て
の
テ
レ
ビ
会
議
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
試
験
運
用
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
令
和
６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震

時
に
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
大
阪
府
隊
の
後
方

支
援
本
部
と
し
て
本
作
戦
室
を
稼
働
し
た
こ
と

に
よ
り
、
効
率
的
な
活
動
隊
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
が
構
築
さ
れ
、
ま
た
消
防
署
や
府
下
消
防

本
部
へ
の
効
果
的
な
情
報
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
７
年
４
月
１

日
か
ら
の
新
指
令
情
報
セ
ン
タ
ー
と
新
作
戦
室

の
本
運
用
に
向
け
、
研
修
や
訓
練
を
重
ね
、
大

規
模
災
害
時
へ
の
対
応
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

① 実践型電子作戦テーブル

③ 会議スペース ② 大画面表示装置

(7)　令和６年９月１日 (第 63 号)せ い ふ う
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南
河
内
支
部「
名
所・旧
跡
」散
策
の
会

　
南
河
内
支
部
で
は
、「
名
所
・
旧
跡
」散
策
の
会
を
、

不
定
期
で
す
が
年
に
４
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。概

ね
午
前
中
に
近
隣
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
、健
康
づ
く

り
と
知
識
を
広
げ
た
あ
と
は
、ラ
ン
チ
を
囲
ん
で
、会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。昨
年
９
月
か
ら
は
、

９
月
17
日
に
第
６
回「
龍
田
古
道・亀
の
瀬
」、11
月
11
日

に
第
７
回「
高
野
山
」、今
年
１
月
14
日
に
第
８
回「
大
和

葛
城
山
」、３
月
23
日
に
第
９
回「
狭
山
池
と
西
除
川
遊

歩
道
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
会
員
数
は
34
名
で
す
。支
部
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、参
加
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、開
催
の
案
内

を
し
ま
す
の
で
、事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

事
務
局

　
　
西
本
　
達
恭
　
Ｅ
メ
ー
ル tatsukiyo119@yahoo.co.jp

LINE

・ID akshiro119

　
　
　
　
　
　
　
　
℡ 

０
９
０
–
３
４
６
６
–
９
４
４
３

　
　
大
久
保
郁
也
　
℡ 

０
９
０
–
４
２
７
９
–
３
６
４
６

　
　
穂
積
　
雅
彦
　
℡ 

０
９
０
–
１
８
９
２
–
５
３
９
５

○ 

広
報
担
当

　
　
平
田
　
公
宏
　
℡ 

０
８
０
–
６
１
４
６
–
８
７
９
４

南
河
内
支
部
総
会･

懇
親
会
開
催

　
令
和
６
年
５
月
11
日（
土
）午
前
11
時
か
ら
、河
内
長

野
市
の「
河
内
長
野
荘
」に
お
い
て
、会
員
15
名
の
出
席
の

も
と
、令
和
６
年
度
南
河
内
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
は
、物
故
会
員
の
御
霊
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、

林
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、令
和
５
年
度
の
事
業
報

告
、決
算
報
告
、役
員
改
選
、令
和
６
年
度
の
事
業
計
画

案
、予
算
案
が
審
議
さ
れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。続
い
て
叙
勲
受
章
者（
５
名
）へ
の
記
念
品
の
授
与

と
新
会
員（
４
名
）の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
大
門
顧
問

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で

始
ま
り
、会
席
料
理
を
つ

ま
み
な
が
ら
酔
い
が
ま
わ

る
に
つ
れ
、現
職
時
代
の

話
や
近
況
報
告
な
ど
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。盛

会
裏
の
う
ち
津
田
副
支

部
長
の
中
締
め
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

中
河
内
支
部
懇
親
会
を
開
催

　
中
河
内
支
部
で
は
、10
月
５
日（
木
）阿
倍
野「
楓

林
閣
」で
、細
尾
支
部
長
を
は
じ
め
、11
名
の
会
員
が

参
加
し
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
中
河
内
支
部
で
は
、以
前
か
ら
、懇
親
会
を
開
催
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
な
か
な
か
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
は
、久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
顔
を
突

き
合
わ
せ
て
話
を
す
る

と
、昔
話
に
花
が
咲
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
来
年
は
も
う
少
し
参

加
者
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
、ま
た
、再
会

す
る
こ
と
を
誓
っ
て
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

阪
南
支
部
総
会・懇
親
会
を
開
催

　
阪
南
支
部
で
は
、９
月
21
日（
木
）心
斎
橋「
大
成

閣
」で
、19
名
の
会
員
が
集
ま
り
久
々
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
で
３
年
間
開
催
で
き
ず
、４
年
ぶ

り
の
待
ち
わ
び
た
開
催
で
す
。

　
阪
南
支
部
は
、役
員
70
歳
定
年
制
を
採
用
し
て
お

り
、小
谷
正
範
さ
ん
、宮
越
龍
二
さ
ん
が
こ
の
総
会
を

も
っ
て
役
員
を
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
代
わ
っ
て
田
中
豊
さ
ん
、細
見
孝
司
さ
ん
を
新
役
員

と
し
て
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　「
長
い
こ
と
会
わ
ん
か
っ
た
ら
、顔
忘
れ
て
し
ま
う

わ
」と
か「
は
よ
や
っ
て

く
れ
ん
と
生
き
と
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
ん
で
」と

か「
誰
か
と
思
た
ら
帽

子
と
っ
た
ら
わ
か
っ
た

わ
、眩
し
」と
か
叩
き
あ

い
な
が
ら
、４
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。
楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

最
後
は
新
役
員
細
見
さ

ん
の「
消
防
締
め
」で
お

開
き
と
し
、来
年
の
再

会
を
約
束
し
ま
し
た
。

奈
良
支
部
総
会・懇
親
会
開
催

　
令
和
６
年
２
月
25
日（
日
）11
時
か
ら
、令
和
５
年

度
奈
良
支
部
の
総
会
を
橿
原
神
宮
前
駅
近
く
の「
橿

原
オ
ー
ク
ホ
テ
ル
」で
開
催
し
ま
し
た
。

　
支
部
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、事
業・決
算
報
告
及
び

事
業
計
画
を
審
議
し
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
は
、令
和
２
年
度
の
中
止
か
ら
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
か
、続
い
た
親
睦
会
で
は
、懐

か
し
い
顔
を
合
わ
せ
て

美
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

近
況
と
思
い
出
や
趣
味

の
話
に
盛
り
上
が
り
、

盛
会
の
う
ち
瞬
く
間
に

２
時
間
が
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
の
再
会

を
願
っ
て
、懐
か
し
さ
を

噛
み
締
め
つ
つ
散
会
し

ま
し
た
。

北
摂
支
部
総
会・懇
親
会
の
開
催

　
令
和
５
年
11
月
30
日（
木
曜
日
）、梅
田
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
19
階「
ス
カ
イ
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ブ
」に

お
い
て
北
摂
支
部
総
会・懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
の
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、25
名
も
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、河
合
支
部
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、本
会

の
運
営
状
況
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、御
本
副
支
部
長
の
ご
勇
退
に
伴
い
、新
役

員
と
し
て
杉
田
副
支
部
長
を
迎
え
そ
の
ご
紹
介
を
し

た
後
、叙
勲
受
章
者
の
紹
介
、前
回
開
催
時
か
ら
３
年

の
間
に
新
た
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
う
ち
今

回
出
席
い
た
だ
い
た
７
名
の
新
入
会
員
の
方
々
の
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、あ
い
さ
つ
、乾
杯
の
あ
と
酒
を
酌
み

か
わ
し
な
が
ら
、現
職
時
代
の
思
い
出
話
や
健
康
状
態

等
の
近
況
報
告
に
大
い
に
花
が
咲
き
、時
間
が
経
つ
の

も
あ
っ
と
言
う
間
で
、４
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
全
く
感

じ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
も
、北
摂
支
部
総
会・懇
親
会
は
毎
年
11
月
の

最
終
の
平
日
に
開
催
し
、支
部
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
来
年（
令

和
６
年
）は
11
月
29
日

（
金
曜
日
）の
開
催
予
定

で
す
。

　
北
摂
支
部
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、よ

り
多
く
の
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
詳
し
く
は
各
役

員
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

南
支
部
総
会・懇
親
会
の
開
催

　
令
和
５
年
11
月
11
日（
土
曜
日
）14
時
か
ら
令
和
５

年
度
南
支
部
の
総
会
が
、中
央
区
の『
が
ん
こ
な
ん
ば

本
店
』に
お
い
て
、鈴
木
支
部
長
は
じ
め
会
員
９
名
の

出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
開
催
で
き
ず
、４
年
ぶ
り
の
待

ち
わ
び
た
開
催
で
す
。

　
事
業
報
告
、決
算
報
告
及
び
本
年
度
の
事
業
計
画

等
を
協
議
し
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、み
な
さ
ん
の
懐
か
し
い
顔

と
顔
、美
味
し
い
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、出
席
者
全
員

が
近
況
報
告
、懐
か
し
い
思
い
出
や
趣
味
、健
康
状
態

等
に
華
を
咲
か
せ
、あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
、ま
た
来
年
も
元
気

に
再
会
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
御
開
き
に
な
り

ま
し
た
。

　
南
支
部
会
員
の
皆
さ

ま
へ
、こ
れ
か
ら
も
親
睦

を
よ
り
一
層
深
め
て
ま
い

り
た
い
と
想
い
ま
す
の

で
、振
る
っ
て
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

第6回　龍田古道・亀の瀬にて

第7回　高野山にて

支
部
だ
よ
り

▲「
剣
山・次
郎
笈
」 

松
窪  

伸一

▲「
夏
の
み
く
り
ケ
池
」 

田
中  

勇
三

▲「
紀
元
前
の
遺
跡
」 

本
田  

義
博

▲「
花
筏
」 

美
濃  

利
之

▲「
仮
面
舞
踏
居
合
へ
の
入
り
口
」 

木
村  

雅
之▲「

エ
ピ
ロ
ー
グ
」 

塚
由  

克
巳

▲「
亀
瀬
隧
道
」 

平
田  

公
宏

▲「
も
み
じ
回
廊
」 

名
小
路
谷  

嘉
英

▲「
テ
イ
ク
オ
フ
」 

赤
松  

英
司

▲「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
ト
ン
ネ
ル
」 

堀
口  

善
克

清風会写真クラブ

「ひまわり会」

会員募集中
一眼レフが無くても、コンパクトカメラ、ゴープロ、スマフォが
あればOK！
写真に興味のある方は、事務局：美濃迄ご連絡ください。

▲「
初
冬
の
宇
陀
路
」 

池
田  

秀
範

▲「
十
和
田
湖
蔦
沼
」 

加
藤  

修
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